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2009年度

ビジョン策定

基本方針
基本戦略
実施計画（一部）

中期経営計画へ
反映

百年紀 中計

2010年度 2011年度 2012年度 2020年度

検討を要する案件
プロジェクト等で検討

実行プロジェクト

2020年ビジョンの
実現に向けて

中期経営計画へ反映
実施計画策定

アクションプランの展開

　2020年ビジョン実行中期経営計画（2010～2012年度）の2年目となる2011年度は、スローガンを「アクションプランの展
開」と掲げ、ビジョン実行に向けた施策を着実に実施していきます。

3カ年計画「2020年ビジョン実行中期経営計画」を実施していきます。

継続的なグループ企業価値の向上を図る

◉ガス体エネルギーの普及拡大、エネルギーの高度利用および再生
可能エネルギーとのベストミックスの推進
◉家庭用市場への経営資源の重点的な配分による営業活動の充実
◉業務用市場における、供給エリア外も含めた広域エリアでの需要
開発の推進

ガス体エネルギー（天然ガス・LPガス）の普及拡大と
エネルギーの高度利用を基軸として、
低炭素社会の実現に貢献する

経営方針 1

◉お客さま接点業務の充実等によるサービス品質の向上 
◉電気や熱を含めたマルチエネルギー供給の推進
◉営業・サービス・保安活動推進のための基盤整備・支援活動の充実
◉保安対策の計画的実施と効率的な設備更新の実施

お客さま目線でのサービスのあり方を追求し、
環境にやさしく快適な生活を創造し、
お客さま価値の向上を図る

経営方針 2

◉財務体質、財務リスクマネジメントの強化
◉効率的な事業運営と統制環境の強化に資するグループ機能の見直し
◉経費・投資における効率的かつ効果的な投入

グループ全体の収益性を高め、
健全で強靭な企業グループを構築する

経営方針 3

◉コンプライアンスとリスクマネジメント活動の推進
◉人権活動の推進とコミュニケーションの向上
◉地域との共生、地域の活性化に資する活動の推進
◉低炭素社会の実現を含めた環境保全活動の推進

公正かつ透明で風通しのよい組織へ変革し、
地域の好感度№１企業をめざす

経営方針 4

◉人材育成・開発、モチベーション向上策等の推進
◉ワークライフバランスの推進
◉グループワイドな人材マネジメントの実施

グループの成長を担う人材の育成を推進する

経営方針 5

【取組内容】

【取組内容】

【取組内容】

【取組内容】

【取組内容】

 経営方針　

2011年度事業計画の概要（中期経営計画含む）

経営分野
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　（46.０４６５５MJ/m3換算）

※端数処理の関係上、各項目の合計値は一致しない場合があります。　※卸供給等は他ガス事業者への供給分です。

お客さま件数（年度末）

ガス販売量
(百万m3)

業
務
用

商業用
工業用
その他

418千件
105
50
269
38
463
53
517

417千件
104
52
264
36
458
55
513

416千件
104
53
267
37
462
58
521

415千件
104
54
269
37
465
63
528

２０10年度
実績

２０11年度 ２０１2年度 ２０１3年度
計画

合計（卸供給等を除く）
卸供給等
総合計

家庭用

　天然ガスの普及拡大に対応し、安定供給体制を確保するた
め、製造設備および供給設備の増強・改修・入替等、製造・供
給インフラの整備を計画的・効率的に行っていくとともに、経
年本支管対策を一層強化します。
　製造設備については、従来の小型LNG船と併用して標準
LNG船の受入れが可能となるよう、廿日市工場の桟橋機能拡
大工事に着手します。
　また、広域的な基幹インフラ整備についても中長期的な視
点で検討を進めていきます。

※端数処理の関係上、各項目の合計値は一致しない場合があります。

（単位：億円）

2010年度 ２０11年度 ２０12年度 ２０13年度
実績 計画

３年間合計
製造設備

供給設備

業務設備等

合　　計

2
29
3
35

9
36
15
60

25
31
2
59

59
32
2
94

94
99
19
213

設備投資計画

　給湯暖房システムや暖房器等のガス機器拡販および
お得な家庭用選択約款の普及拡大を図るとともに、個々
のお客さまのニーズに沿った提案活動を一層強化してい
くことにより、家庭用販売量の維持に努めています。
　特に、既設のお客さまへの接点強化・サービス向上活
動に取り組むとともに、家庭用燃料電池「エネファーム」
や太陽光発電の普及促進等により、お客さまの望まれる
製品・サービスの提供を図っていきます。

家庭用重点機器販売目標（2011年度）

◉家庭用
　お客さまの環境意識の高まりから天然ガスへの評価
は高く、省エネ機器の提案等お客さまのニーズに沿っ
た営業活動の推進により、新規物件の獲得および既設
物件のリニューアル営業を展開していきます。
　また、供給エリア内の深耕およびエリア外も含めた
広域エリアの新規需要開拓について検討を進めていき
ます。

◉業務用

　お客さまに安心してガスをご利用いただくために、ガス事故防止に向けた保安対策を継続していきます。 

（１）経年本支管対策の強化

（2）経年埋設内管(お客さま資産)
対策の計画的な実施

（３）給排気設備の改善、安全型機器
への取り替え促進

（4）業務用厨房における保安対策
強化

項目 具体的内容
●ねずみ鋳鉄管： 2015年（日本ガス協会目標）までに取り替え実施 
●白ガス管：計画的に取り替え実施

●鉄筋系集合建物等について、2015年（日本ガス協会目標）までの改修をめざし改善交渉を推進

●消費段階での事故防止の観点から、法定点検・安全周知の強化に努めるとともに、給排気設備の改善および
　安全型機器への取り替え活動を推進

●業務用厨房等における一酸化炭素中毒事故の防止をめざし、「業務用換気センサー」の設置を推進

 ガス需給計画（2011～2013年度）

 設備投資計画（2011～2013年度）

 保安対策の強化

給湯暖房システム（熱源機ベース）

暖房器

エネファーム（成約ベース）

2,720台

4,140台

110台

WEB
▶http://www.hiroshima-gas.co.jp/com/ir/index.htm
●IR情報
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